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(57)【要約】
【課題】フィルタの目詰まりを低コストで簡単に防止す
る。
【解決手段】電動工具用集塵装置２０は、装置側排気口
６３を有して電動工具に装着可能な本体ケース２１と、
フィルタ６１を内設するダストボックス２２と、本体ケ
ース４１に設けられ、前端に吸込口４６を備えたノズル
２４と、吸込口４６からフィルタ６１を通過して装置側
排気口６３に至る集塵経路と、を含んでなり、ダストボ
ックス２２のボックス本体５５には、操作ノブ８３の回
転操作によってダストボックス２２に直接振動を付与す
る振動付与器８０が備えられている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排気口を有して電動工具に装着可能な本体ケースと、フィルタを内設するダストボック
スと、前記本体ケースに設けられ、前端に吸込口を備えたノズルと、前記吸込口から前記
フィルタを通過して前記排気口に至る集塵経路と、を含んでなる電動工具用集塵装置であ
って、
　前記ダストボックスに直接又は間接的な振動を付与する振動付与手段が備えられている
ことを特徴とする電動工具用集塵装置。
【請求項２】
　前記振動付与手段は、前記ダストボックスに設けられることを特徴とする請求項１に記
載の電動工具用集塵装置。
【請求項３】
　前記振動付与手段による振動は、前記フィルタへの通気方向と平行に付与されることを
特徴とする請求項１又は２に記載の電動工具用集塵装置。
【請求項４】
　前記振動付与手段は、操作部材を備え、前記操作部材の回転操作に伴って振動を付与す
るものであることを特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の電動工具用集塵装置。
【請求項５】
　前記振動付与手段は、前記操作部材の回転操作に伴う回転を打撃子の前後動に変換して
振動を発生させるカム部を備えることを特徴とする請求項４に記載の電動工具用集塵装置
。
【請求項６】
　前記操作部材の回転を増速する増速部を備えることを特徴とする請求項４又は５に記載
の電動工具用集塵装置。
【請求項７】
　前記振動付与手段は、前記電動工具に装着した姿勢での前面下部に配置されることを特
徴とする請求項１乃至６の何れかに記載の電動工具用集塵装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れかに記載の電動工具用集塵装置を装着してなる電動工具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動ドリルやハンマードリル等の電動工具に装着される電動工具用集塵装置
と、その集塵装置を装着した電動工具とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動ドリルやハンマードリル等の電動工具には、穿孔作業等の際に被加工材から発生す
る粉塵を集塵して回収する集塵装置が装着される。すなわち、集塵装置の本体ケース内部
に粉塵を含む空気を吸い込んでダストボックス内のフィルタを通過させることで、フィル
タで粉塵を捕捉してダストボックスに貯留する構造である。
　このような電動工具用集塵装置は、作業を行うにつれてフィルタに付着する粉塵の量が
増えてフィルタに目詰まりが生じると、集塵効率やフィルタの寿命が低下することになる
。そこで、特許文献１には、本体ケース内に、圧縮によってフィルタの下流側から上流側
に向けて空気を送り出す蛇腹状のポンプを設けて、ポンプの操作によって空気を逆流させ
てフィルタに付着した粉塵を吹き飛ばすようにした発明が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５７３９２６８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来の集塵装置においては、先端工具側の吸込口からフィルタに至る集塵経路で空
気を逆流させることになるため、集塵経路の途中に粉塵が貯まったり、逆流した空気によ
って粉塵が吸込口から吹き出したりするおそれがある。よって、粉塵が吸込口側へ移動し
ないように集塵経路に手を加える必要があり、コストアップに繋がってしまう。
【０００５】
　そこで、本発明は、フィルタの目詰まりを低コストで簡単に防止できる電動工具用集塵
装置及び電動工具を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、排気口を有して電動工具に装着
可能な本体ケースと、フィルタを内設するダストボックスと、本体ケースに設けられ、前
端に吸込口を備えたノズルと、吸込口からフィルタを通過して排気口に至る集塵経路と、
を含んでなる電動工具用集塵装置であって、ダストボックスに直接又は間接的な振動を付
与する振動付与手段が備えられていることを特徴とする。
　請求項２に記載の発明は、請求項１の構成において、振動付与手段は、ダストボックス
に設けられることを特徴とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２の構成において、振動付与手段による振動は
、フィルタへの通気方向と平行に付与されることを特徴とする。
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至３の何れかの構成において、振動付与手段は、
操作部材を備え、操作部材の回転操作に伴って振動を付与するものであることを特徴とす
る。
　請求項５に記載の発明は、請求項４の構成において、振動付与手段は、操作部材の回転
操作に伴う回転を打撃子の前後動に変換して振動を発生させるカム部を備えることを特徴
とする。
　請求項６に記載の発明は、請求項４又は５の構成において、操作部材の回転を増速する
増速部を備えることを特徴とする。
　請求項７に記載の発明は、請求項１乃至６の何れかの構成において、振動付与手段は、
電動工具に装着した姿勢での前面下部に配置されることを特徴とする。
　上記目的を達成するために、請求項８に記載の発明は、電動工具であって、請求項１乃
至７の何れかに記載の電動工具用集塵装置を装着してなることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１及び８に記載の発明によれば、振動付与手段によってフィルタに振動を付与し
て付着した粉塵を効果的に払い落とすことができる。よって、フィルタの目詰まりを低コ
ストで簡単に防止可能となる。
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１の効果に加えて、振動付与手段がダストボッ
クスに設けられることで、フィルタへ効果的に振動を付与でき、目詰まり防止効果の向上
が期待できる。
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１又は２の効果に加えて、振動付与手段による
振動は、フィルタへの通気方向と平行に付与されるので、粉塵が付着しやすいフィルタの
通気面に対し、粉塵の払い落としに効果的な振動を付与することができる。
　請求項４に記載の発明によれば、請求項１乃至３の何れかの効果に加えて、振動部材の
回転操作に伴って振動を付与するので、簡単な操作でダストボックスに振動を付与するこ
とができる。
　請求項５に記載の発明によれば、請求項４の効果に加えて、操作部材の回転操作に伴う
回転を打撃子の前後動に変換して振動を発生させるカム部を備えることで、回転操作を打
撃子の前後動に変換して効率よく振動を発生させることができる。また、振動付与手段を
コンパクトに形成できる。
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　請求項６に記載の発明によれば、請求項４又は５の効果に加えて、操作部材の回転を増
速する増速部を備えることで、操作部材の少ない回転操作でも増速部を介して打撃子の前
後動を増加させることができ、短時間の回転操作でも効果的な粉塵の払い落としが可能と
なる。
　請求項７に記載の発明によれば、請求項１乃至６の何れかの効果に加えて、振動付与手
段は、電動工具に装着した姿勢での前面下部に配置されるので、電動工具用集塵装置から
振動付与手段が突出しても作業の邪魔になりにくい。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】集塵システムの前方からの斜視図である。
【図２】集塵システムの側面図で、電動工具用集塵装置及びハンマードリルの一部を断面
で示す。
【図３】電動工具用集塵装置の前方からの斜視図である。
【図４】電動工具用集塵装置の正面図である。
【図５】電動工具用集塵装置の中央縦断面図である。
【図６】図５のＡ－Ａ線断面図である。
【図７】ダストボックスの斜視図である。
【図８】ダストボックスの中央縦断面図である。
【図９】図８のＢ－Ｂ線断面図である。
【図１０】ハンマーの説明図で、（Ａ）は後方からの斜視、（Ｂ）は正面、（Ｃ）は中央
縦断面、（Ｄ）は背面をそれぞれ示す。
【図１１】カムの説明図で、（Ａ）は前方からの斜視、（Ｂ）は正面、（Ｃ）は中央縦断
面、（Ｄ）は背面をそれぞれ示す。
【図１２】振動付与器の動作説明図で、（Ａ）はハンマー後退時、（Ｂ）はハンマー前進
時をそれぞれ示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１，２は、電動工具であるハンマードリル１に電動工具用集塵装置（以下単に「集塵
装置」という。）２０を装着した集塵システムＳの一例を示すもので、図１は前方からの
斜視図、図２は一部を断面で示した側面図である。
（ハンマードリルの説明）
　ハンマードリル１は、本体ハウジング２の前側下部に、出力軸を上向きにした図示しな
いモータを収容するモータハウジング３を上下方向に連結し、その上方に、クランク機構
及び回転機構を収容したギヤハウジング４を内設している。ギヤハウジング４の前側には
、ツールホルダを前向きに収容する前ハウジング５を組み付けて、本体ハウジング２の後
部に、側面視コ字状のハンドルハウジング６を連結している。ツールホルダの先端には、
操作スリーブ７によってドリルビット等の先端工具が装着可能となっている。８は、ハン
ドルハウジング６に内蔵したスイッチに設けたスイッチレバー、９は電源コード、１０は
前ハウジング５に装着されるサイドハンドルである。
【００１０】
　ツールホルダには、クランク機構のコネクティングロッドによって往復動するピストン
を含む打撃機構が設けられて、本体ハウジング２の左側面に設けられた図示しないチェン
ジレバーにより、打撃機構を動作させて先端工具に打撃を付与するハンマモード、回転機
構を動作させてツールホルダと共に先端工具を回転させるドリルモード、打撃機構と回転
機構とを同時に動作させて先端工具に打撃と回転とを付与するハンマドリルモードとが選
択可能となっている。
　モータハウジング３内には、モータの出力軸に設けたファンを収容するファン収容室１
１が形成され、モータハウジング３の前面には、ファン収容室１１と連通する上側吸気口
１２が形成されて、本体ハウジング２の下部背面には、図示しない下側吸気口が形成され
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ている。また、本体ハウジング２の左右の側面には、本体ハウジング２とギヤハウジング
４との間を通ってファン収容室１１と連通する側面排気口１３，１３・・が形成されてい
る。
　さらに、モータハウジング３の前側下部で左右には、集塵装置２０を装着するための図
示しない受け部が設けられ、前ハウジング５の下面には、下向きに爪１４が突設されてい
る。
【００１１】
（集塵装置の説明）
　集塵装置２０は、図３～６にも示すように、ハンマードリル１へ装着される本体ケース
２１と、本体ケース２１へ着脱可能に装着されるダストボックス２２と、本体ケース２１
に連結されて先端にノズル２４を備えたスライド部２３とからなる。
　まず本体ケース２１は、前側がダストボックス２２の装着部、後側がハンマードリル１
への装着部となる縦長板状の後側部２５の上端に、前向きに上側部２６を設けた側面視逆
Ｌ字状で、後側部２５におけるハンマードリル１の上側吸気口１２に対応する位置には、
四角穴２７が貫通形成されている。後側部２５の左右には、側板部２８，２８が設けられ
、後側部２５の後方で側板部２８，２８の下部内面には、ハンマードリル１のモータハウ
ジング３に設けられた受け部に係合する係止軸２９，２９が突設されている。
　また、上側部２６の上面には、ハンマードリル１への装着時に前ハウジング５の爪１４
を受け入れるガイド溝３０が前後方向に凹設されており、ガイド溝３０の下方で上側部２
６の内部には、揺動板３１が横向きに設けられている。
【００１２】
　揺動板３１は、前端が上側部２６内で回転可能に支持されることで上下へ揺動可能で、
後端には、フック３２が上向きに設けられて、ガイド溝３０内に出没可能となっている。
この揺動板３１は、コイルバネ３３により、フック３２がガイド溝３０内に突出する上方
位置に付勢されている。揺動板３１の中央部上面には、ボタン部３４が設けられて、上側
部２６の上面に突出している。よって、ボタン部３４の押し込み操作によって揺動板３１
を下方位置に揺動させれば、フック３２をガイド溝３０から下方へ退避させることができ
る。
　一方、上側部２６の前側下面には、ダストボックス２２の後述する着脱用係止爪７５が
弾性係止する係止段部３５が形成され、後側部２５の下側前面には、ダストボックス２２
の受け凹部７１が嵌合可能な軸部３６が左右方向に形成されている。
【００１３】
　また、本体ケース２１の左側面上側には、中間筒３７が設けられる。この中間筒３７は
、前方へ開口する上端の受け筒部３８と、受け筒部３８から本体ケース２１の左側面に沿
って下向きに形成された後、前方へ折曲し、下端が前向きに開口する案内筒部３９とから
なる。
　さらに、本体ケース２１の左側面上側で中間筒３７の前方には、支持アーム４０が設け
られている。この支持アーム４０は、本体ケース２１から斜め前方へ突出し、上面に固定
されたガイド金具４１を介してスライド部２３をスライド可能に支持するもので、支持ア
ーム４０の先端は、スライド部２３の左外側へ回り込んで上向きとなる中ストッパ４２と
なっている。
【００１４】
　スライド部２３は、前端にノズル２４が右側へ略直角に連結される中空の筒状体で、右
側面には、前後方向にスリット４３が形成されて、下面には、横断面逆Ｔ字状のガイドレ
ール４４が長手方向に沿って一体に設けられている。このガイドレール４４がガイド金具
４１によって前後方向へスライド可能に支持されることで、スライド部２３は前後へスラ
イド可能となっている。
　ノズル２４の基端は、スライド部２３の内部に突出して、スライド部２３内に設けられ
た蛇腹状のフレキシブルホース４５の前端が接続されている。フレキシブルホース４５の
後端は、後方の受け筒部３８に接続されている。
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　ノズル２４の先端には、先端工具が貫通するリング状の吸込口４６が形成されて、吸込
口４６の後側の開口には、中心の透孔から放射状に複数の切込みを形成したゴムキャップ
４７が嵌着され、前側の開口には、被加工面への当接状態で被加工面との間を閉塞するゴ
ム製の閉塞リング４８が着脱可能に嵌着されている。
【００１５】
　一方、スライド部２３の左側面には、全長に亘ってレール４９が平行に設けられて、レ
ール４９に上下から係合してレール４９に沿って摺動可能な前ストッパ５０及び後ストッ
パ５１が、支持アーム４０の中ストッパ４２を挟んで前後に設けられている。レール４９
の下面には、複数の歯からなるラック５２が形成されて、各前後ストッパ５０，５１には
、ラック５２に噛合した状態で上方へ突出付勢されるロックボタン５３がそれぞれ設けら
れている。よって、ロックボタン５３を押し込んでラック５２との噛合を解除すると、前
後ストッパ５０，５１はレール４９に沿って摺動可能となり、ロックボタン５３の押し込
みを解除すると、ロックボタン５３が上方への突出位置へ復帰してラック５２と噛合し、
前後ストッパ５０，５１の摺動を規制することになる。
【００１６】
　よって、スライド部２３は、ガイド金具４１によってガイドレール４４を介して回転を
規制された状態で、前後ストッパ５０，５１が中ストッパ４２に当接する範囲で本体ケー
ス２１の上方左側で前後移動可能に保持される。このスライド部２３の前後移動に伴い、
フレキシブルホース４５はノズル２４の基端と中間筒３７の受け筒部３８との間で伸縮す
ることになる。但し、支持アーム４０におけるスライド部２３の下面側には、ゼンマイバ
ネを巻回した図示しないリールが設けられて、ゼンマイバネの先端がスライド部２３の後
端に連結されていることから、常態でのスライド部２３は、ゼンマイバネの引張により、
後ストッパ５１が中ストッパ４２に当接する前進位置へ付勢されることになる。
【００１７】
　次に、ダストボックス２２について、集塵装置２０に装着した姿勢で上下及び左右方向
を規定して説明する。
　ダストボックス２２は、図７，８にも示すように、後面が開口する深底箱状のボックス
本体５５と、そのボックス本体５５の開口側で且つ下側にヒンジ軸５６によって回転可能
に結合される四角枠状の蓋体５７とを備えてなる。
　蓋体５７には、ボックス本体５５の開口を閉じた状態でボックス本体５５内に突出する
フィルタ収納部５８が一体に設けられている。このフィルタ収納部５８は、ボックス本体
よりも一回り小さい四角筒状で、内部には、蓋体５７側の開口に嵌着される矩形状の枠体
６０と、枠体６０の長手方向（上下方向）と平行な折り目で短手方向（左右方向）に折り
畳まれた紙製のフィルタ６１とからなるフィルタユニット５９が収納されている。
　また、蓋体５７には、後方からキャップカバー６２が被せられて、キャップカバー６２
の後面で上端寄りには、角筒状の装置側排気口６３が開口形成されると共に、上面には、
ボックス本体５５の上側で前方へ延びるループ部６４が形成されている。
【００１８】
　さらに、蓋体５７の装置側排気口６３の後端には、全周に亘ってシール部材６５が設け
られている。装置側排気口６３内には、内側へ凹む格好でコ字状の渡り片６６が形成され
て、渡り片６６の底部に、後向きの保持ボス６７が形成されている。この保持ボス６７に
、金属製の当接ピン６８が差し込まれて、装置側排気口６３及びシール部材６５を貫通し
て後向きに突出している。装置側排気口６３は、渡り片６６の下側からフィルタ収納部５
８内に連通している。
　また、蓋体５７の上部左側には、後端が開口し、集塵装置２０の本体ケース２１への結
合状態で中間筒３７の案内筒部３９と接続される四角筒６９が、蓋体５７と直交状に設け
られてボックス本体５５内に突出している。
【００１９】
　一方、ボックス本体５５の上部左側には、四角筒６９が収容される円弧溝状の案内路７
０が、周方向に沿って外面に張り出す格好で形成されている。但し、この案内路７０は、
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前方へ行くに従って徐々に浅く形成されて、フィルタ収納部５８の前方では、ボックス本
体５５と前面と連続状に繋がっている。
　また、ボックス本体５５の下面には、ヒンジ軸５６と平行な受け凹部７１が形成され、
ボックス本体５５の上面開口際には、蓋体５７を閉じた状態でキャップカバー６２のルー
プ部６４が弾性係止する蓋用係止爪７２が形成されている。同じく上面には、蓋用係止爪
７２の左右に突設した一対の保持部７３，７３により二股状の基端部が保持され、先端が
Ｌ字状の弾性片となる操作部材７４が設けられている。この操作部材７４の上面には、着
脱用係止爪７５が形成されている。
【００２０】
　よって、蓋体５７によってボックス本体５５の開口を閉じると、ボックス本体５５の案
内路７０に蓋体５７の四角筒６９が嵌合し、ダストボックス２２内には、四角筒６９から
吸い込まれた空気を案内路７０からボックス本体５５の前側内周に沿って旋回させ、フィ
ルタ収納部５８の前方へ回り込む旋回流路７６が形成される。また、ボックス本体５５内
には、四角筒６９と連通する集塵室７７が形成される。
　こうして形成されるダストボックス２２を、本体ケース２１の前方から、蓋体５７を後
側、受け凹部７１を下側にした向きで本体ケース２１内に押し込むと、本体ケース２１の
中間筒３７は、ダストボックス２２の四角筒６９の前端に接続されて連通する。これと同
時に、蓋体５７に設けた装置側排気口６３が、本体ケース２１の四角穴２７を貫通して後
方へ突出する。この状態で当接ピン６８も四角穴２７から後方へ突出することとなる。
【００２１】
（振動付与器の説明）
　そして、ボックス本体５５の前面下部には、振動付与手段としての振動付与器８０が設
けられている。この振動付与器８０は、図８，９及び図１２（Ａ）に示すように、ボック
ス本体５５に固定されて前方が開口する有底筒状のベース８１と、ベース８１の中心に貫
通固定されて前方へ突出する支持軸８２と、支持軸８２の前端に設けられて回転可能な操
作部材としての操作ノブ８３と、操作ノブ８３の後方に設けられて操作ノブ８３の回転を
増速する増速部８４と、増速部８４の後方に設けられて増速部８４からの出力によって回
転する出力筒８５と、出力筒８５の回転を前後方向への振動に変換するカム部８６と、を
含んでなる。
【００２２】
　ベース８１は、ボックス本体５５の前面に形成した円形孔５５ａに後端を嵌合させて固
定され、外周に設けたフランジ８７をボックス本体５５の前面に当接させることで、ボッ
クス本体５５からの突出位置に位置決めされている。
　支持軸８２は、頭付きの軸体で、ベース８１の裏面からワッシャー８８を介して貫通固
定されている。
　操作ノブ８３は、ベース８１を前方から覆う円形キャップ状で、中央に形成した円形凹
部８９の中心が支持軸８２の前端に貫通されて止めリング９０で抜け止めされることで、
回転可能に連結されている。
　増速部８４は、操作ノブ８３の円形凹部８９によって内側に突出する突出部分の周囲に
固定されるキャリア９１と、キャリア９１にピン９２を介して後方に支持される複数の遊
星ギヤ９３と、ベース８１の開口際に嵌合保持されて遊星ギヤ９３が噛合するインターナ
ルギヤ９４とからなる。操作ノブ８３の裏面には、インターナルギヤ９４の前面に近接す
るリブ９５が周設されている。
【００２３】
　出力筒８５は、支持軸８２に遊挿されて遊星ギヤ９３が噛合するギヤ部９６と、ギヤ部
９６に連設されて増速部８４の後方に拡開する大径部９７とを有し、遊星ギヤ９３の公転
運動によってギヤ部９６を介して回転可能となっている。大径部９７の内周面には、図９
に示すように、軸方向に複数の突条９８，９８・・が、周方向に等間隔で形成されている
。
　カム部８６は、支持軸８２に貫通されて大径部９７内で軸方向に前後移動可能な打撃子
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としてのハンマー９９と、ハンマー９９の後方で支持軸８２に貫通されてベース８１の底
面に固定されるカム１００と、ハンマー９９をカム１００側へ押圧するコイルバネ１０１
とを備える。
【００２４】
　ハンマー９９は、大径部９７の内側に納まる外径を有する円盤状で、外周面には、図９
，１０に示すように、大径部９７の突条９８が係合する複数の凹溝１０２，１０２・・が
軸方向に形成されている。よって、ハンマー９９は、大径部９７内で回転を規制された状
態で軸方向へスライド可能となっている。また、ハンマー９９の前面には、コイルバネ１
０１の後端を受けるリング溝１０３が全周に亘って形成されて、その内側には、後方へ開
口する円形の凹み部１０４が形成されている。凹み部１０４の底面には、周方向へ行くに
従って徐々に後方へ高くなる４つの前カム爪１０５，１０５・・が、等間隔で形成されて
いる。
【００２５】
　カム１００は、ハンマー９９の凹み部１０４内に納まる外径を有する円盤状で、後面に
は、図１１にも示すように、ベース８１の底部中心に設けた放射状のリブ１０６，１０６
・・が係合する放射状の係合溝１０７，１０７・・が形成されている。よって、カム１０
０は、ベース８１の底部で回転規制された状態で固定される。カム１００の前面には、周
方向へ行くに従って徐々に前方へ高くなる４つの後カム爪１０８，１０８・・が、等間隔
で形成されている。この後カム爪１０８の傾斜方向は、ハンマー９９の前カム爪１０５と
同じ方向となっている。
　コイルバネ１０１は、出力筒８５の大径部９７内で支持軸８２に遊挿された受けワッシ
ャー１０９に前端が受けられている。この受けワッシャー１０９は、支持軸８２のくびれ
部に設けた止めリング１１０により、大径部９７と非接触となるように前進位置が規制さ
れている。よって、ハンマー９９は、コイルバネ１０１の付勢により、図８及び図１２（
Ａ）に示すように、カム１００に当接するように後方へ押圧されることになる。
【００２６】
（ハンマードリルへの集塵装置の装着）
　以上の如く構成された集塵システムＳにおいては、ダストボックス２２を装着した集塵
装置２０をハンマードリル１に装着する場合、まず本体ケース２１の係止軸２９，２９を
、モータハウジング３の受け部にそれぞれ係止させる。次に、その傾斜姿勢から、集塵装
置２０の上側を後方へ押し上げるように回転させてハンマードリル１の前面に嵌合させる
と、揺動板３１のフック３２が前ハウジング５の爪１４に当接して上側部２６のガイド溝
３０に没入し、揺動板３１を下方位置へ揺動させる。フック３２が爪１４を乗り越えると
、揺動板３１が上方位置へ揺動してフック３２を上方へ突出させる。よって、フック３２
が爪１４に係止して装着が完了する。
【００２７】
　また、集塵装置２０の装着に伴い、本体ケース２１の四角穴２７を貫通した装置側排気
口６３から突出した当接ピン６８が、上側吸気口１２を常態で閉塞するシャッタ部材１５
に当接し、図２に示すようにシャッタ部材１５を後方へ倒伏させて上側吸気口１２を開放
させる。これと同時に装置側排気口６３のシール部材６５が上側吸気口１２の周囲に密着
して、装置側排気口６３と上側吸気口１２とをシール状態で連通させる。よって、吸込口
４６から、ノズル２４、スライド部２３内のフレキシブルホース４５、中間筒３７、ダス
トボックス２２の四角筒６９からボックス本体５５内、フィルタ収納部５８を介して装置
側排気口６３に至る集塵経路と、上側吸気口１２からファン収容室１１のファンに至る吸
気経路とが接続されることになる。
【００２８】
（ビットによる穿孔）
　そして、スライド部２３と共に突出付勢される吸込口４６にビットの先端が位置するよ
うに、スライド部２３のレール４９上での後ストッパ５１の初期位置を調整して、穿孔深
さに合わせて前ストッパ５０の位置を調整する。その後、吸込口４６を被穿孔面に当接さ
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せて、ハンマードリル１のスイッチレバー８を押し込み操作してスイッチをＯＮさせると
、モータが駆動して出力軸が回転する。このとき、チェンジレバーによってドリルモード
或いはハンマドリルモードが選択されていれば、ビットが回転して被穿孔面への穿孔が可
能となり、穿孔が進むに連れてビットが吸込口４６を貫通してスライド部２３はゼンマイ
バネの付勢に抗して支持アーム４０から相対的に後退する。このとき、受け筒部３８はス
リット４３を介してスライド部２３内を相対的に前進し、フレキシブルホース４５を収縮
させる。
【００２９】
（集塵作用）
　一方、出力軸の回転によってファンが回転することで、モータハウジング３の下側吸気
口から外気が吸い込まれ、モータを通過して冷却した後、ファン収容室１１を通って側面
排気口１３から排出される。
　同時に集塵装置２０の吸込口４６に吸引力が発生し、穿孔時に発生する粉塵と共に空気
が吸込口４６から吸い込まれ、ノズル２４を介してフレキシブルホース４５を通り、中間
筒３７からダストボックス２２の四角筒６９内に入る。そして、四角筒６９から出た空気
は、ボックス本体５５の案内路７０に沿って流れ、フィルタ収納部５８の前側に回り込ん
でフィルタ６１の前方からフィルタ６１を通過する。よって、比較的大きな粉塵は、空気
が案内路７０を旋回する際に分離されてボックス本体５５の集塵室７７内に落下し、比較
的小さな粉塵はフィルタ６１に捕捉されて落下するかそのままフィルタ６１の前側表面に
付着する。フィルタ６１を通過した空気は、装置側排気口６３を通ってダストボックス２
２の外部に排出され、上側吸気口１２からファン収容室１１に至り、側面排気口１３から
排出される。
【００３０】
（フィルタに付着した粉塵の払い落とし）
　作業終了後、フィルタ６１に付着した粉塵を払い落とす際には、振動付与器８０におい
て、操作ノブ８３を、表面に示される矢印方向に回転操作する。すると、増速部８４では
、キャリア９１が一体回転してこれに支持される遊星ギヤ９３がインターナルギヤ９４内
で公転運動し、出力筒８５のギヤ部９６へ増速した回転を伝える。よって、出力筒８５が
回転することで、これと一体のハンマー９９も大径部９７内で回転する（回転方向は操作
ノブ８３と同じ）。すると、図１２に示すように、前カム爪１０５が、同図（Ａ）の状態
から、同図（Ｂ）のように同じ傾斜方向の後カム爪１０８に乗り上がり、コイルバネ１０
１の付勢に抗して前進する。そして、前カム爪１０５が後カム爪１０８を乗り越えると、
再び同図（Ａ）のようにコイルバネ１０１の付勢によって後退し、カム１００及びベース
８１に衝突する。この前後動を操作ノブ８３の回転操作中に繰り返し行うことで、発生し
た振動がベース８１を介してボックス本体５５に伝わり、蓋体５７を介してフィルタ収納
部５８を振動させるため、フィルタ６１が振動してフィルタ６１に付着した粉塵を払い落
とすことになる。
【００３１】
（集塵装置の取り外し及び粉塵の排出）
　集塵装置２０を取り外す際には、ボタン部３４を押し込んで揺動板３１を下方位置へ揺
動させてフック３２を爪１４から外し、そのまま集塵装置２０を前方へ倒すように回転さ
せると、モータハウジング３の受け部から係止軸２９を外して取り外すことができる。こ
の取り外しと同時に当接ピン６８が前方へ移動してシャッタ部材１５の押し込みを解除す
るため、シャッタ部材１５は起立位置へ復帰して上側吸気口１２を閉塞する。
　ダストボックス２２からの粉塵の排出は、本体ケース２１の前方から、ボックス本体５
５の操作部材７４の先端を押し込んで係止段部３５への着脱用係止爪７５の係止を解除す
ると、軸部３６を中心に前側へ傾動させてそのまま本体ケース２１から取り外すことがで
きる。次に、蓋体５７のループ部６４を蓋用係止爪７２から外して蓋体５７をボックス本
体５５から開放させれば、集塵室７７内に貯留した粉塵を排出することができる。
【００３２】
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（振動付与器に係る発明の効果）
　このように、上記形態の集塵装置２０及び集塵装置２０を装着したハンマードリル１に
よれば、ダストボックス２２に振動を付与する振動付与器８０が備えられていることで、
振動付与器８０によってフィルタ６１に振動を付与して付着した粉塵を効果的に払い落と
すことができる。よって、フィルタ６１の目詰まりを低コストで簡単に防止可能となる。
　特にここでは、振動付与器８０は、ダストボックス２２に設けられているため、フィル
タ６１へ効果的に振動を付与でき、目詰まり防止効果の向上が期待できる。
【００３３】
　また、振動付与器８０による振動は、フィルタ６１への通気方向（ここでは前後方向）
と平行に付与されるので、粉塵が付着しやすいフィルタ６１の通気面に対し、粉塵の払い
落としに効果的な振動を付与することができる。
　さらに、振動付与器８０は、操作ノブ８３を備え、操作ノブ８３の回転操作に伴って振
動を付与するので、簡単な操作でダストボックス２２に振動を付与することができる。
　加えて、振動付与器８０は、操作ノブ８３の回転操作に伴う回転をハンマー９９の前後
動に変換して振動を発生させるカム部８６を備えることで、回転操作をハンマー９９の前
後動に変換して効率よく振動を発生させることができる。また、振動付与器８０をコンパ
クトに形成できる。
【００３４】
　そして、操作ノブ８３の回転を増速する増速部８４を備えることで、操作ノブ８３の少
ない回転操作でも増速部８４を介してハンマー９９の前後動を増加させることができ、短
時間の回転操作でも効果的な粉塵の払い落としが可能となる。
　また、振動付与器８０は、ハンマードリル１に装着した姿勢での前面下部に配置される
ので、集塵装置２０から振動付与器８０が突出しても作業の邪魔になりにくい。
【００３５】
　なお、上記形態では、増速部として一段の遊星歯車減速機構を採用しているが、二段以
上配置してさらなる増速を図ってもよい。但し、遊星歯車によるものに限らず、ベベルギ
ヤやスパーギヤ等の組み合わせによる増速部の形成は可能である。また、増速部を省略し
ても差し支えない。
　カム部も、前後のカム爪の高さや数を変えたり、カムをベースと一体化してベースの底
面に後カム爪を形成したり等、適宜設計変更可能である。
　操作部材も、上記形態の操作ノブに限らず、レバーやつまみにより回転操作可能として
もよい。また、六角棒レンチ等の工具を用いて回転操作することもできる。
【００３６】
　また、上記形態では、打撃子（ハンマー）を前後動させて振動を付与する構造としてい
るが、例えば錘付きの板バネ等の弾発部材を、支持軸と一体回転するカム板と係合させて
、回転するカム板のカム突起が弾発部材の下側を通過することで弾発部材を揺動させて振
動を付与する構造も考えられる。このような構造であれば、操作部材はスライド操作によ
って弾発部材を揺動させることも可能である。すなわち、操作部材は回転操作によるもの
には限らない。
　さらに、上記形態では、振動付与器をダストボックスの前面下部に配置しているが、フ
ィルタへの通気方向等によってはダストボックスの上部や側部であってもよいし、ダスト
ボックスでなく、本体ケースの上部や側部に設けてダストボックスへ間接的に振動を付与
することも可能である。振動付与器を複数設けることも妨げない。
【００３７】
　そして、集塵装置自体の構成も、ダストボックスが着脱式でない構造や、上記形態のよ
うにハンマードリル側のファンを利用せず、本体ケース内に集塵用のファンを備えてハン
マードリルから動力を得て駆動する構造等であっても、本発明の振動付与手段の採用は可
能である。
　その他、ハンマードリルの形態も、モータが横向きであったり、ＡＣ機でなく電源とし
てバッテリーパックを使用するＤＣ機であったりしても差し支えない。勿論ハンマードリ
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ルに限らず、集塵装置を装着可能であれば、電動ドリル等の他の電動工具であっても本発
明は適用可能である。 
【符号の説明】
【００３８】
　１・・ハンマードリル、２・・本体ハウジング、３・・モータハウジング、１１・・フ
ァン収容室、１２・・上側吸気口、２０・・電動工具用集塵装置、２１・・本体ケース、
２２・・ダストボックス、２３・・スライド部、２４・・ノズル、２５・・後側部、２６
・・上側部、３７・・中間筒、４５・・フレキシブルホース、４６・・吸込口、５５・・
ボックス本体、５７・・蓋体、５８・・フィルタ収納部、５９・・フィルタユニット、６
３・・装置側排気口、７７・・集塵室、８０・・振動付与器、８１・・ベース、８２・・
支持軸、８３・・操作ノブ、８４・・増速部、８５・・出力筒、８６・・カム部、９３・
・遊星ギヤ、９６・・ギヤ部、９７・・大径部、９９・・ハンマー、１００・・カム、１
０１・・コイルバネ、１０５・・前カム爪、１０８・・後カム爪。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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